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骨頂力学的特性を某験的に評価する場合蓼　より生韓内に

近い環境を考慮する必要がある鐘　しかしながら蕾　骨を対象

にした実験は通常，室温大気中で行われるため，生体内頂

環境とかな㌢異なっているものと思われる書　海綿骨開場合す

考濃サべき生体内環境として静水圧が肇ぼられるi即ち書

海綿骨の骨梁碍間には骨髄が存在し　臨床的な経験から骨

髄碍静水庄佳未東庄よ撃轟いと膏われ夢　鮎ya芸能量きぉよび紬謁

紺雨笠きらはこれを実験的濫確かめている．牽れゆえ雪　よ牒

正確な海綿骨のカ準的特性を縛るた軌　試験時に静水踵を

考慮することは極めて藍聾と考えちれる．そこで轟研究で

は，静水圧力下および大気圧力下でウシ海綿骨に対し準静

的圧縮訳験を行い，圧縮荷盛時における試験片界面での骨

髄拘束力碍適いが海綿骨試験片碍力学的特性に如何なる影

響を及ぼすかについて調査検討した．

2　試料および実親方法

2．1　試験片

親料として新鮮ウシ尭腿骨遠軽部の海綿骨を用い筆　機械

加工によ撃密白米自餌開門柱状試験片を肇撃出L藍重　訳儲

片碍藻草方向は骨軸と平行とした書　評験片加工率は湿潤状

態を保ち害　採取接は生理食塩水車で冷凍保存Lた．漂た，

試験片は，室温で約2時間解凍した後に試験を行った．

試験片の見かけの密度軌　試験片碍蚤轟を測定L雪　空め

塵さを試験片寸法を基に算出した体積で割ることにより算

出した．蚤さの測定方法ほ，雛教権圧縮エア脚一宇　超営造洗

浄器を用いて骨髄を取り除き，三日間乾燥させた権に電子
天秤を用いて測定した．

2．2　準静的圧縮雛故装置

奉研究では李　インストロン型万能試験機　∈島津製作所

AしjTO－GRAPH AG－25TD）を用い，準静的圧縮試験を行った．

その際の治鼻の相対変位および荷重をそれぞれ伸び計，ロ

如ドセルを用いて測定し，荷豊山変位曲線を得た．そ碍荷

重伽変位曲線をもとに，パーソナルコンピュータ】を用い

て応力ーひずみ線図を算出した．また，試験片に対する静

水圧は，密閉容器の中に試験片を入れ，容器内の空気をコ

ンプレッサーにより圧縮して与えた．これらの概略を図i

に示す．

2．3　試験条件

試験は室温（20℃）中で行い，ひずみ速度を0．lsl‾王お

亡び0▲0001s－1とした．また注力状噂は王汀y刷tlき，K川野王：モニモノ；

ら碍研究を番考萎ニL来駕崖および来観崖ヰ葛ギ鮎もi佳しぎ芝、

酪酸叡件佳嚢呈に示すとお誓で儀誓華　三離滝凋で濯鳩溜硝

艶ぞれに3日額め流儀菅を睦滴は㍉　離黒抽関紺酪酸片碍経

験結果を得た導
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3 結果および考察
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ような現象が現れ る撃寓 と しで
書
海綿骨の 構造様式が 考ぇ

られ る . 海綿骨ほ格子構造を有して お 琴
i
就験片端義 では
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うな舞顔形雛が生 E ると考えられ る . 固 3 か ら 5 に 見か喜子
y3 密度とヤ ン グ率 , 塵 尭応力お よ び吸 収 三 ネ ル ギ - と 郡 間

接をそれ ぞれ 示 した 宅ヤ ン グ率ほ , 最 小 二 乗法を涌い 応力

- び ずみ 曲線6f3 第 三昏持より夢出したき . 回 申 に 穏 各弟学 パ
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A
,
C 辞 より導き来きく なる傾向が窪められ た . 窓 た 良欝と

D 鮮およぴ A 鮮と C 療 に差が認められない ことか ら
, 骨髄

の 拘束力変比に伴うヤ ン グ率の変態はない と軽轟きれる .

図4 から t 抄ずみ速度が 東きく なると, 桑衰応 力が増頗ず
る腐肉が箆きめ られ た . ま た書 A 群 と C 摩 gプ変換 の 間にも塞

が認め られた . A 鰐 と e 群 の ヤ ン グ率 の 遠 い が認め られな

か っ た こ と か ら , 静水 庄 が低く なる に伴 い , 海綿骨試験片

ほ応力
-

ひずみ線尚の 第三郎に 到達 か ら降伏ま で鍔 応力よ

昇が Ij l さく なる 三 とを示 して らもる . しか し事 B 辞 と D 欝を

比較 した場合で は こ の .
L う な傾向 は 認 叶l らj l ノ な い こ と か ら .

び ずみ速度 yj 低 い 領域をこ の み 静水琵毒こ よ る変孝転が 現れ ると

推察され る . ま た , 図 5 をこお い て吸収 墓 ネプ沙ギ
- -

約 近似式

が 粗 か け u l 抱度 の 二 次 式 に 良く 一 致す る こ と か ら ,
Ja. 大 u .

ずみ鷺き見 かをデ節 密度と藍比例田 常薙が あると施療され る .

きらに ,
抄ずみ 速度o . 呈s

仙主で ある B , D 騨 の 曲線ほ ,
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尭 沙ずみ のt娼額ほよ撃藍 鑑駒約 窮額に近づくと考えち凄も る .

慈 恵 玉
A 鮮 と C 辞では塞 が謡 療られ

す 応 力
-

び ずみ線図 び-
3

第三雷昏が静泉監 gj 凄い墨こ 去る影響を鷺i.テてもーる と凝轟きれ

ち. し か し. B 群 と D 群 で は差が 認吋j らj
,

L な い こ と か ら呈, .

醇永崖 に よ る影響ぼ 嘗 患 い ぴずみ速度錯簡域で の み有効で

あ ると考えられ る .
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以 上u う結果をまとめ ると 次 の よう に なる .

ぴずみ速度帝 Ij y さな領域書こお い て静凍庄 捻最来応 力お よび

観駿 孟 ネdi i ギ - に 影響を及ぼす表芸, 紗 ずみ 速度の 来き恕顧
域で静凍窪喜豊

t 海縫菅栄験身の ヤ ン グ率事 最大応湾お よび

吸収 エ ネ ル ギ
ー

に 農芸響を与 えな い .
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